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沖
縄
振
興
計
画
（
平
成
14
〜
23

年
度
）
の
前
期
５
年
の
終
了
に
伴
い
、

人
口
、
雇
用
、
所
得
な
ど
の
計
画

の
フ
レ
ー
ム
お
よ
び
計
画
に
盛
り

込
ま
れ
た
諸
施
策
、
事
業
の
実
態
、

課
題
を
把
握
し
、
計
画
後
半
の
施

策
展
開
の
方
向
性
を
提
示
す
る
目

的
で
、
沖
縄
振
興
審
議
会
総
合
部

会
の
下
に
専
門
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

１
年
間
に
わ
た
っ
て
活
発
な
審
議

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
は
「
沖
縄

振
興
計
画
後
期
展
望
（
案
）
」
と

し
て
、
総
合
部
会
と
審
議
会
の
審

議
に
付
さ
れ
、
去
っ
た
３
月
に
ご

承
認
を
い
た
だ
い
た
。
総
合
部
会

の
会
長
お
よ
び
専
門
委
員
会
の
座

長
と
し
て
後
期
展
望
の
取
り
ま
と

め
に
携
わ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

私
見
を
含
め
て
、
後
期
展
望
の
基

本
的
方
向
性
を
概
略
ご
紹
介
し
た
い
。
 

　
後
期
展
望
を
審
議
す
る
に
当
た

っ
て
心
が
け
た
の
は
、
復
帰
後
４

期
に
わ
た
る
振
興
（
開
発
）
計
画

の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、
そ
の

間
の
沖
縄
の
経
済
社
会
を
取
巻
く

内
外
の
環
境
変
化
を
見
据
え
る
と

同
時
に
、
県
民
の
「
目
線
」
に
沿
い
、

県
民
の
自
助
努
力
を
信
じ
、
振
計

で
提
示
さ
れ
た
内
容
が
達
成
可
能

な
努
力
目
標
と
し
て
県
民
に
共
有

さ
れ
う
る
展
望
を
示
す
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
種
々
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
沖
縄
県

が
策
定
し
た
「
沖
縄
振
興
計
画
後

期
に
向
け
た
基
本
的
考
え
方
」
な

ど
を
過
不
足
な
く
盛
り
込
み
、
結

果
と
し
て
所
期
の
目
的
を
達
成
で

き
た
と
思
っ
て
い
る
。
 

　
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
戦
後
最
長
の

景
気
拡
大
が
続
く
中
、
多
く
の
地

方
圏
が
人
口
減
少
に
直
面
し
、
生

活
基
盤
の
維
持
に
腐
心
す
る
中
、

沖
縄
県
は
復
帰
後
35
年
間
で
40
万

人
も
人
口
が
増
加
し
、
「
沖
縄
ブ

ー
ム
」
の
追
い
風
を
受
け
て
い
る
。

最
大
の
課
題
は
、
後
期
展
望
期
間

中
も
続
く
と
予
想
さ
れ
る
人
口
増

を
高
付
加
価
値
職
場
の
創
造
・
拡

大
に
つ
な
げ
、
快
適
な
生
活
環
境

を
維
持
し
な
が
ら
、
高
失
業
率
の

解
消
、
一
人
当
た
り
所
得
の
向
上

に
ど
う
つ
な
げ
る
か
で
あ
る
。
何

故
な
ら
、
過
去
５
年
間
、
高
失
業

率
の
解
消
は
お
ろ
か
一
人
当
た
り

所
得
水
準
は
停
滞
し
、
振
計
に
謳

わ
れ
て
い
る
自
立
型
経
済
の
構
築

は
「
道
半
ば
」
で
あ
る
と
い
う
共

通
認
識
が
あ
る
か
ら
だ
。
振
計
で
は
、

5
年
後
（
平
成
23
年
）
の
労
働
力

人
口
を
70
万
人
、
雇
用
者
67
万
人
、

失
業
率
4
・
3
％
を
想
定
し
て
お
り
、

こ
れ
を
達
成
す
る
に
は
年
1
万
人

強
の
雇
用
創
出
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
た
め
に
は
失
業
の
最
大
要
因

で
あ
る
、
特
に
若
年
層
の
ミ
ス
マ

ッ
チ
（
構
造
的
）
失
業
の
解
消
が

重
要
課
題
と
な
る
。
 

　
後
期
展
望
で
は
、
新
３
Ｋ
（
観
光
、

健
康
、
環
境
）
プ
ラ
ス
情
報
通
信
・

金
融
を
中
心
に
12
の
分
野
に
つ
い
て
、

課
題
と
具
体
的
な
方
向
性
を
打
ち

出
し
た
。
振
計
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に

な
っ
て
い
る
「
選
択
と
集
中
」
は

当
然
、
上
記
の
分
野
を
中
心
に
、

人
材
育
成
、
開
発
研
究
、
医
療
、

離
島
、
基
地
跡
地
利
用
等
の
分
野

で
の
総
合
的
、
戦
略
的
な
社
会
基

盤
投
資
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は

ま
た
、
「
量
」
を
追
求
す
る
「
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
」
型
発
想
か
ら
、
「
質
」
、

つ
ま
り
自
立
・
持
続
を
重
視
す
る
「
ア

ウ
ト
カ
ム
」
型
発
想
へ
の
パ
ラ
ダ

イ
ム
転
換
を
意
味
す
る
。
後
期
展

望
に
盛
ら
れ
た
方
向
性
を
実
現
す

る
に
は
、
な
に
よ
り
も
科
学
技
術
・

サ
ー
ビ
ス
分
野
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
（
新
機
軸
）
が
不
可
欠
と
な
る
。

わ
れ
わ
れ
に
は
、
孫
、
ひ
孫
世
代
が
、

現
世
代
よ
り
も
最
低
「
豊
か
で
、

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
、
均
衡
の
と
れ
た
」

生
活
空
間
を
残
す
義
務
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
沖
縄
の
特
性
、

沖
縄
ら
し
さ
を
活
か
し
、
身
の
丈

に
あ
っ
た
振
興
策
を
多
様
な
担
い

手
と
の
協
働
に
よ
る
「
参
画
と
責
任
」

で
推
進
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
 

沖縄振興審議会会長代理 
（琉球大学副学長） 
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